
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】
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武家屋敷小野崎家の保守、武道館整備及び市民の生涯学習推進のため

柔剣道等の普及振興を図り、市民の心身の健全な発達目指し、かつ本市の角館伝統的
建造物保存地区にふさわしい景観を構築し、歴史的町並みを整備を図ると共に、市民
の豊かな暮らしと生涯にわたる自己学習の拠点施設管理の徹底に努める。
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】 　　

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｂ
Ａ 現状のまま継続（実施）

　現在、小野崎家拝観については無料で開
放しているが、維持管理のため、これから
は有料にする工夫も必要ではないかとＢ判
定と判断した。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

　観光客からは、小野崎家維持管理としてボランティア的なお金を貰ってもよいのではないか。

  　歴史的町並みを守ると共に、市民の生涯学習の場を提供している。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

特になし

管理事務所（公民館）及び研修室をもう少し広くして欲しいと言う要望が聞
かれる。

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｂ 維持管理を含めた今後の運営方法について、検討する必要がある。
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